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Linuxとは
　Linuxは、UNIXに似た動作をする「UNIXライクなOS」です。サーバーやワークステ

ーションといった用途だけでなく、クラウドコンピューティングの基盤、コンテナ技術から、

Androidスマートフォン、IoTデバイスに至るまで、あらゆる場所で稼働・活躍しています。

　Linuxの歴史は、1991年にフィンランドの大学生であったLinus Torvalds（リーナス・

トーバルズ）氏が「趣味でPC/AT互換機で動作するフリーなOSを作っている」とニュー

スグループに投稿したことから始まります。当時リリースされたのは、OSの心臓部である

カーネルのソースコードです。カーネルは、主にハードウェアの制御、メモリ管理、プロ

セスのスケジューリングなど、システムの根幹を担います。Linus氏がカーネルのソースコ

ードを公開したことにより、世界中のプログラマがそのソースコードの改良とフィードバッ

クを繰返し、Linuxは成長し続けました。

　Linuxがこれだけの広がりをみせた理由は、ソースコードが公開されている点にありま

す。このようにソースコードを公開し、誰でも改良や再配布を行えるソフトウェアはオープ

ンソースソフトウェア（Open Source Software、以下OSS）と呼ばれます。現在、

Linuxカーネルの開発は、Linus氏のような個人だけではなく、Google、Intel、IBMと

いった多くの企業やLinux Foundationに支えられ、世界中の開発者の貢献によって成り

立っています。OSSはLinuxだけでなく、WebサーバーのApacheや、コンテナ技術の

Kubernetesなどもその代表例です。

　Linuxは、その設計思想やファイル構造がUNIXに似ていることから「UNIXライクな

OS」と位置付けられています。Linus氏は開発初期にUNIXの標準規格であるPOSIXに

関心を示しており、当初から互換性を意識していたと考えられます。しかし、Linuxカー

ネル自体は、厳密な意味でのUNIXではありません。「UNIX」という名称は、The 

Open Groupという団体が管理する商標であり、その認証を取得したOSのみが公式に

名乗ることができます。Linuxは、この認証を受けていないため、「UNIX」ではありませ

ん。

コマンド実行前の注意事項
　コマンドを実際に実行する前に、注意することをまず示します。

	●ユーザーの権限
　複数のユーザーが同時にシステムを利用できるマルチユーザー環境であるLinuxには、

大きく分けて3種類のユーザーがいます。それは管理者、システムユーザー、一般ユーザ

ーです。

　管理者は、Linuxシステムのすべてを操作できる絶大な権限を持つユーザーです。あら

ゆるコマンドの実行、デバイスへのアクセス、すべてのファイルの閲覧・編集・削除が可

能です。一方、一般ユーザーは、自身に許可された範囲の操作しかできません。

　システムユーザーは、管理者でも一般ユーザーでもなく、Webサーバーやメールサーバ

ーといった特定のサービス（デーモン）を動作させるためだけに利用される、特殊なユー

ザーです。これは、万が一サービスに脆弱性が見つかっても被害を最小限に抑える「権限

分離」というセキュリティ方針に基づいています。

　管理者は強力な権限を持つため、実行したコマンド一つでシステムそのものを破壊して

しまう危険性があります。これからLinuxを使い始める方は、日常的な操作は必ず一般ユ

ーザーで行うような習慣を身に付けましょう。

　自分が一般ユーザーであるかどうかは、シェルのプロンプトを見れば簡単に判断できま

す。シェルは、ユーザーがOSと対話するためのインターフェースで、ここに入力したコマ

ンドをOSに伝えます。多くのLinuxディストリビューションで標準的に使われるシェル

「bash」の表示例を見てみましょう。

　以下は、一般ユーザー名が「ryosuke」、管理者名が「root」、ホスト名が「axl」の場

合の表示例です。

ryosuke@axl:~$  ●◀ 一般ユーザー
root@axl:~#  ●◀ 管理者

　この例は「ユーザー名@ホスト名:現在のディレクトリ」を示しており、末尾の記号はプ

ロンプトと呼ばれ、一般ユーザーは「$」、管理者は「#」で示されます。このプロンプトを

確認すれば、現在の権限が一目でわかります（ちなみに~（チルダ）は、そのユーザーのホ

ームディレクトリを意味する記号です）。

　どうしても管理者権限が必要な場合は、sudo（P.340）やsu（P.339）といったコマ

ンドを利用します。特にsudoは、コマンド単位で一時的に管理者権限を実行でき、「誰が・

いつ・どのコマンドを実行したか」という記録が残るため、セキュリティと管理の観点か
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コマンドの探し方
　目的を達成したいけれど、どのコマンドを使えばいいかわからない。そのような状況に

なったときのために、コマンドの探し方を見てみましょう。システムには、インストール済

みコマンドのマニュアルが用意されています。これをキーワードで検索できるのがwhatis

やaproposといったコマンドです。

　whatisは、コマンド名からその機能の要約を検索します。例えば、「ユーザー管理に使

えるコマンドはないかな？」となって、「user」という単語を含むコマンドを探してみまし

ょう。

	▶whatisの実行結果（日本語表示環境での実行例）

$ whatis -w "*user*"

adduser (8)          - 新規ユーザーの作成・新規ユーザーのデフォルト情報の更新
newusers (8)         - ユーザーの新規作成や情報更新をバッチ処理で行う
useradd (8)          - 新規ユーザーの作成・新規ユーザーのデフォルト情報の更新
userdel (8)          - ユーザーのアカウントと関連ファイルを削除する
usermod (8)          - ユーザーアカウントを修正する

　-wオプションは、ワイルドカード「*」（任意の文字列）を使えるようにするものです。

「*user*」を引用符「"」で囲っているのは、シェルが「*」を特殊文字として誤解するのを

防ぐためです。検索すると、日本語マニュアルがある場合は日本語、ない場合は英語で

結果が表示されます。

　他の方法として、本書のようなコマンドリファレンスを手元に置いておくのも有効です。

少し慣れてくると、「作成するコマンドはmkで始まることが多い」「変更するコマンドはch

で始まることが多い」といった、コマンド名の規則からあたりを付けることもできます。

例えば「ch」まで入力してTabを押して、シェルの補完機能で候補の一覧を表示。その

中からwhatisで調べれば、目的のコマンドが見つかるかもしれません。

	▶シェルの補完機能を利用してコマンドを調べる

$ sudo ch  ●◀ ここまで入力してTabを2回押すと以下が表示
chacl      chcpu      chmem      chpasswd   chrt

chage      chfn       chmod      chronyc    chsh

chattr     chgpasswd  choom      chronyd    chvt

chcon      chgrp      chown      chroot

　最後に、Googleなどの検索エンジンで調べる方法も有効です。マニュアルには載って

いない便利な裏技が個人のブログで見つかることも多いため、ぜひ活用したい手段です。

	●コマンドの使い方を調べる
　それでは、manを使ってコマンドの使い方を調べてみましょう。コマンドがシステムに

インストールされていれば、そのマニュアルも通常は一緒にインストールされています。使

い方は簡単で、manに調べたいコマンドの名前を引数として付けて、「man ls」のように

実行するだけです。

　manを実行すると、そのコマンドのマニュアルページが表示されます。ページ内は

Space、Enter、j、fなどで下方向に、k、pで上方向に移動します。qで終了します。

　マニュアルファイルには、主に以下の表のような項目が記載されています。

	◆manファイルの内容

見出し（日本語） 見出し（英語） 記載内容

名前 NAME コマンドの名前と簡単な説明

書式 SYNOPSIS コマンドとオプションの記述方法

説明 DESCRIPTION コマンドの詳細説明

オプション OPTIONS コマンドのオプション説明

終了ステータス EXIT STATUS コマンド終了時に返す終了ステータス

戻り値 RETURN VALUE コマンド終了時に返す値

環境変数 ENVIRONMENT コマンド実行時に利用できる環境変数

ファイル FILES コマンド関連ファイル

備考 NOTES 注意書き

サンプル EXAMPLES コマンド実行例

関連項目 SEE ALSO 関連したコマンドや参考資料

バグ BUGS コマンドで既に知られているバグ

著者 AUTHOR コマンドの開発者

　マニュアルを効率よく読むには、読み方にコツがあります。いきなりすべてのオプショ

ンを読もうとすると情報量の多さに圧倒されてしまうため、以下の順で読むのがおすすめ

です。これがコマンドを素早く使いこなすための近道です。

	■概要をつかむ（NAME、SYNOPSIS、DESCRIPTION)
「NAME」でコマンド名と1行の短い説明を、「SYNOPSIS」で基本的な使い方（書式）

を確認します。次に「DESCRIPTION」を読んで、このコマンドがそもそも何をするた

めのものか、という全体像をしっかりつかみます。

	■具体例を見る（EXAMPLES）
「EXAMPLES」に目を通します。具体的なコマンドの実行例を確認することで、オプ

ションが実際にどのように使われるのか、どのような結果が得られるのかを直感的に

理解できます。ここを見るだけで基本的な使い方がわかることも多いです。
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エディタの使い方（vi）
　最近のディストリビューションでは、GUIで直感的に操作できるエディタも一般的にな

りました。しかし、サーバー管理や緊急時の復旧作業など、GUI環境が利用できない場

面も多々あります。そのような場合に備え、すべてのLinux環境に標準搭載されている「vi」

の使用方法を知っておくと非常に心強いでしょう。デスクトップ利用が中心の方も、基本

教養として覚えておくことを推奨します。viは「vi」と入力すれば起動し、「vi test.txt」

のようにファイル名を引数にして編集を開始することもできます。

	●viのモード
　viには以下の表にある3つのモードがあります。

	◆viのモード

モード 説明

コマンドモード vi起動時のモード。インサートモードやexモードへの移行、カーソル移動、文字削除な
どを行う。インサートモードからコマンドモードへはEscで移行する

インサートモード 文字を入力するモード。コマンドモードからは主にiを押してこのモードに移行する

exモード ラインエディタexを利用するモード。コマンドモードからは:を押してこのモードに移行
する

	●viの基本操作
　日常的にviを利用して使い慣れている人は、コマンドモードでの作業中は矢印キーやテ

ンキーは使用しません。一般的なキーボードにはFとJに小さな山があり、そこに両手の

人さし指を置いてホームポジションとし、あまり手を動かさずに文字入力を行います。そ

のため、マウスもまったく使いません。

	■文字単位の移動
　h、j、k、lを押すことによって1文字単位のカーソル移動ができます。これら4つの

キーはキーボード上で1列に並んでいます。基本的にカーソル移動のために何を押したか

は表示されません。また、複数文字分移動したい場合は、その文字数と移動方向のキー

を組み合わせます。例えば、5文字分左に移動させたい場合は「5h」と入力します。

Spaceも1文字として扱われます。単語単位での移動、行単位での移動、行番号を指定し

ての移動もできます。「viショートカットキー一覧（P.635）」を参照してください。viはエ

ディタですので、もちろん文字を入力することも可能です。コマンドモードの場合はiを

押すことにより、インサートモードに移行します。iを押した際にあった現在のカーソル位

置から文字の入力が可能となります。コマンドモードへ戻るときはEscを押します。イン

サートモードへ移行するには、iの他に以下のようなコマンドがあります。

	◆インサートモードへの移行

入力 説明

i カーソルの前から文字が入力可能

a カーソルの後から文字が入力可能

I カーソルのある行頭から文字が入力可能

A カーソルのある行末から文字が入力可能

o カーソルのある下の行に新しい行を追加して文字が入力可能

O カーソルのある上の行に新しい行を追加して文字が入力可能

	■編集
　以下はテキストを編集する場合に便利なコマンドです。

	◆文字の削除

入力 説明

r カーソルのある文字を入れ換える

x カーソルのある文字を削除する

X カーソルの前にある文字を削除する

dw カーソルのある単語を削除する

dd カーソルのある行を削除する

D カーソルのある文字から行末までを削除する

u アンドゥ（最後の行動を取り消す）

　上記はコマンドモードで行います。1つの処理が終わると再びコマンドモードに戻ります。
インサートモードで文字を削除する場合は、 やdを利用します。コピー／貼り付

けは、本書の「viのショートカットーキー一覧」を参照してください。

	■検索
　テキストファイルを扱う場合、文字列を検索することが多くあります。コマンドモードで

/を入力した後、検索したい文字列を入力します。これによってテキストファイルの上から

下への検索が行えます。下から上への検索を行う場合は?を使用します。

	◆検索文字列の移動

入力 説明

/ 文字列パターンを下方向に検索する

? 文字列パターンを上方向に検索する
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ls [オプション] ファイル名
オプション

-a
--all 「.」で始まる隠しファイルを含めてすべて表示する

-A
--almost-all

「.」で始まる隠しファイルを含めてすべて表示するが、「.」と「..」
は表示しない

-B
--ignore-backups

ファイル名の最後に「~」が付いたバックアップファイルを表示し
ない

-l ファイルのパーミッション／所有ユーザー／所有グループ／ファイル
サイズ／タイムスタンプ／ファイル名を表示する

-g -lオプションから所有ユーザーを表示せず、所有グループは表示する

-G
--no-group -lオプションの利用時に所有グループを表示しない

-i
--inode iノード番号を表示する

-m ファイルやディレクトリを「,」区切りで1行に出力する

-F
--classify

タイプ識別子（ディレクトリは「/」、パイプは「¦」、実行可能ファイ
ルは「*」）をファイル名の末尾に付けて表示する

-R
--recursive

ディレクトリ内にさらに階層がある場合は、その階層も含めてリス
トを表示する

-S ファイルサイズの大きい順に表示する

-1 ファイル名のみを縦1列に表示する

--color[=条件]
色付きで表示する。条件にはnever（カラー表示しない）／auto（標
準出力が端末の場合のみカラー表示する）／always（常にカラー
表示する）を指定可能

-t 更新時間の新しい順でソートする

-r
--reverse -tオプションや-Sオプションなどでソートした結果を反転する

-b
--escape エスケープ文字を表示する

-c ctime（chmodなどでファイル情報を変更した時間）を表示する

-h
--human-readable 人間の読みやすいブロック単位でサイズを表示する

続く

ls

ディレクトリの内容を表示する
 RHEL 
coreutils 
 Ubuntu 
coreutils

書　式
関連➡tree（P.55）find（P.96）

--block-size=単位 表示するブロックサイズ単位を指定する。M、G、Tなどが指定
可能

-I パターン
--ignore=パターン パターンにマッチしたパスは表示しない

　ファイルやディレクトリなどをリストで表示します。オプションを付加することにより、

パーミッション／サイズ／ファイルオーナー／リンク先なども表示できます。

	▶ドットファイル（隠しファイル）を明示して確認する

$ ls　●◀ -aオプションを付けないで実行
backup.sh  default  desktop  pipe  symlink.txt  test.txt

$ ls -a　●◀ -aオプションを付けると上記で見えなかったファイルが見える
.   backup.sh     .bashrc  default  .lesshst  .profile  symlink.txt

..  .bash_logout  .cache   desktop  pipe      .ssh      test.txt

	▶リストを1列で表示する

$ ls -1

backup.sh

default

desktop

pipe

symlink.txt

test.txt

	▶ファイルタイプ識別子を付加して表示する

$ ls -1F

backup.sh*　●◀ 実行ファイル
default=　●◀ ソケットファイル
desktop/　●◀ ディレクトリ
pipe|　●◀ パイプ
symlink.txt@　●◀ シンボリックリンク
test.txt　●◀ テキストファイル

	▶ファイルの表示順序を反転する

$ ls -lt　●◀ ファイルの更新時間順に新しいファイルから表示
total 8

-rw-rw-r-- 1 ryosuke ryosuke 26 Jun  6 21:21 002.txt

-rw-rw-r-- 1 ryosuke ryosuke 17 Jun  1 16:21 001.txt

$ ls -ltr　●◀ ファイルの更新時間順に古いファイルから表示 続く
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　指定したファイルのユーザー所有権やグループ所有権を変更します。所有権はユーザー

名もしくはユーザー ID（数字）、グループ名もしくはグループID（数字）を指定します。ユ

ーザーとグループを分ける文字は「:（コロン）」を利用します。

　ユーザー名とグループ名は以下のように指定できます。

	●ユーザー名とグループ名の指定方法

指定方法 説明

ユーザー名:グループ名 指定したユーザー名とグループ名を設定する

ユーザー名 対象ファイルの所有ユーザー名のみを変更する

ユーザー名: ユーザー名と、ユーザー名のログイングループを設定する

:グループ名 対象ファイルの所有グループ名のみを変更する。chgrpと動作は同じ

chown [オプション] [ユーザー名[:[グループ名]]] ファイル名
オプション

-c
--changes

変更が行われた場合は、指定したファイルの詳細
情報を表示する

-R
--recursive

指定したディレクトリ以下も再帰的に所有権を変更
する

--reference=ファイル名 指定したファイルのユーザーやグループ設定を利用
する

--dereference 指定したファイルがシンボリックリンクである場合
は、リンク先ファイルの所有権を変更する

-h
--no-dereference

シンボリックリンクが対象の場合、リンク先ファイ
ルではなく、シンボリックリンクファイルにのみ所
有権の変更を実施する

-f
--silent、--quiet

所有権変更ができない場合でもエラーメッセージを
表示しない

--from=ユーザー名:グループ名 ユーザー名やグループ名にマッチするファイルのみ
所有権を変更する（どちらかを省略することが可能）

chown

ファイル所有権や	
グループ所有権を変更する

 RHEL 
coreutils 
 Ubuntu 
coreutils

書　式
関連➡chmod（P.85）chgrp（P.90）

	▶ファイルの所有権を変更する

$ ls -l test.txt

-rw-r--r--. 1 root root 9 Feb 24 12:24 test.txt　●◀ ファイルの所有者はroot

$ sudo chown ryosuke test.txt　●◀ 所有権をryosukeに変更
$ ls -l　●◀ 所有ユーザーは変更されるが、所有グループrootは維持
total 4

-rw-r--r--. 1 ryosuke root 9 Feb 24 12:24 test.txt

	▶ファイルの所有ユーザーと所有グループを変更する

$ cd /var/www/html/　●◀ 作業ディレクトリへ移動
$ ls -l　●◀ index.htmlの所有ユーザー・グループがrootであるのを確認
total 4

-rw-r--r--. 1 root root 9 Feb 24 12:31 index.html

$ sudo chown ryosuke:users index.html　●◀ 「:」で挟んでユーザー・グループを指定
$ ls -l　●◀ index.htmlの所有ユーザー・グループが変更される
total 4

-rw-r--r--. 1 ryosuke users 9 Feb 24 12:31 index.html

	▶ディレクトリ以下の所有権を変更する

$ ls -l /var/www/　●◀ 対象ディレクトリ以下の所有ユーザー・グループは root

total 0

drwxr-xr-x. 2 root root  6 Jan 22 00:25 cgi-bin

drwxrwxr-x. 2 root root 24 Feb 24 12:31 html

$ chown ryosuke:webuser -R /var/www/

●▲  一般ユーザーでは所有権変更できずにエラーになる
chown: changing ownership of '/var/www/cgi-bin': Operation not permitted

chown: changing ownership of '/var/www/html/index.html': Operation not permitted

chown: changing ownership of '/var/www/html': Operation not permitted

chown: changing ownership of '/var/www/': Operation not permitted

$ sudo chown ryosuke:webuser -R /var/www/　●◀ sudoで管理者権限として所有権を変更
$ find /var/www -exec ls -l {} \;

●▲ findで対象ディレクトリ以下全ファイルの所有権を確認
total 0

drwxr-xr-x. 2 ryosuke webuser  6 Jan 22 00:25 cgi-bin

drwxrwxr-x. 2 ryosuke webuser 24 Feb 24 12:31 html

total 0

total 4

-rw-r--r--. 1 ryosuke webuser 9 Feb 24 12:31 index.html

-rw-r--r--. 1 ryosuke webuser 9 Feb 24 12:31 /var/www/html/index.html
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zstd [オプション] [ファイル名 …]
オプション

-z
--compress ファイルを圧縮する

-d
--decompress、
--uncompress

圧縮ファイルを展開する

-t
--test 圧縮ファイルを解凍できるかテストする

-l
--list 圧縮ファイルの情報を出力する

-f
--force

入力・出力ファイルのチェックを実施せず、存在するファイルも上書
きする強制モード

-c
--stdout 標準出力に出力する

--rm 圧縮、もしくは展開後に元ファイルを削除する

-k
--keep 圧縮、もしくは展開後に元ファイルを保存する(デフォルト)

--no-progress プログレスバーを出力しない

ZStandard形式で圧縮／展開する

zstd

 RHEL 
zstd
 Ubuntu 
zstd

書　式

　ZStandard形式によるファイルの圧縮・展開を行います。展開用のunzstdや、展開し

て標準出力するzstdcatとしても利用できます。従来のツールより高速・高圧縮なのが特

徴で、シンプルかつ強力なデータ処理を実現します。

	▶元ファイルを残しつつ、圧縮ファイルを作成する

$ zstd Rocky-9.5-x86_64-minimal.iso  ●◀ 元ファイルを残して圧縮
Rocky-9.5-x86_64-minimal.iso : 97.56%   ( 1.39 GiB =>   1.36 GiB, Rocky-9.5-

x86_64-minimal.iso.zst)

	▶圧縮ファイルを展開する

$ zstd -d Rocky-9.5-x86_64-minimal.iso.zst  ●◀ 圧縮ファイルを展開
Rocky-9.5-x86_64-minimal.iso.zst: 1493499904 bytes

	▶圧縮ファイルの詳細情報を確認する

$ zstd -l Rocky-9.5-x86_64-minimal.iso.zst

●▲  展開せずに圧縮サイズや元のサイズ、圧縮率を表示
Frames  Skips  Compressed  Uncompressed  Ratio  Check  Filename

     1      0  1.36 GiB    1.39 GiB      97.56%  XXH64  Rocky-9.5-x86_64-

minimal.iso.zst

	▶元ファイルを削除して圧縮ファイルに置き換える（gzipと同じ挙動）

$ zstd --rm backup.tar　●◀ 圧縮完了後に元ファイルを削除
backup.tar           : 35.00%   (  10.0 GiB =>   3.50 GiB, backup.tar.zst)

	▶他の圧縮ツールと簡単に比べてみる

$ sudo ls -l /var/log/syslog  ●◀ 元ファイルの確認
-rw-r----- 1 root adm 365004 Feb 16 23:24 /var/log/syslog

$ for i in gzip bzip2 xz zstd; do sudo $i -k /var/log/syslog; done

●▲  各ツールで圧縮を実行

$ ls -l /var/log/syslog.* -l

-rw-r----- 1 root adm 26702 Feb 16 23:24 /var/log/syslog.bz2

●▲  bzip2：高圧縮だが低速
-rw-r----- 1 root adm 41439 Feb 16 23:24 /var/log/syslog.gz

●▲  gzip：高速だが圧縮率は並
-rw-r----- 1 root adm 23968 Feb 16 23:24 /var/log/syslog.xz

●▲  xz：最高圧縮だが非常に低速
-rw-r----- 1 root adm 35038 Feb 16 23:24 /var/log/syslog.zst

●▲  zstd：高速かつバランスが良い
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パッケージ管理

apt-get [コマンド] [オプション] [パッケージ名]
コマンド

update /etc/apt/sources.listなどに登録されたリポジトリからパ
ッケージインデックスを取得する

upgrade
システムにインストールされたパッケージを削除しないでア
ップデートを行う。システムのセキュリティアップデート／バ
グフィックスアップデート適用などに利用する

dist-upgrade
新しいバージョンのパッケージを利用するために関係するパ
ッケージの削除も伴うアップデートをする。システムのバー
ジョンアップを伴うアップデートに利用する

install パッケージ名

指定するパッケージをインストールする。「パッケージ名-」
のように、パッケージ名の後に「-」を付けるとアンインスト
ールする。「=」をパッケージ名の後に付けて、その後にバ
ージョンを指定すればパッケージインデックスにある別バー
ジョンをインストールできる

remove パッケージ名 指定するパッケージをアンインストールする。アンインスト
ールは実行されるが、設定ファイルは保持される

purge パッケージ名 指定するパッケージをアンインストールする。removeと異
なり、設定ファイルも削除する

source パッケージ名

指定したソースパッケージを取得／展開する。--compileオ
プションを付けると、バイナリパッケージを作成する。
--download-onlyオプションを付ければダウンロードする
が展開しない

build-dep パッケージ名 指定したパッケージをビルドするために必要なパッケージを
ダウンロード／インストールする

download パッケージ名 指定したパッケージを作業ディレクトリにダウンロードする

check 依存関係が壊れていないかをチェックする

clean /var/cache/apt/archives以下に保存されるdebファイル
を削除する

autoremove 必要がなくなったパッケージを削除する

changelog パッケージの更新履歴をダウンロード／表示する

オプション

--no-install-recommends パッケージに対する推奨（Recommends）パッケージ
をインストールしない

続く

apt-get

aptライブラリを使用して	
パッケージを管理する

 RHEL 
なし 
 Ubuntu 
apt

書　式
関連➡apt（P.152）apt-cache（P.158）

--install-suggests 通常はインストールされない提案（Suggests）パッケ
ージもインストールする

-b
--compile、--build ソースパッケージをダウンロードした後にビルドする

-d
--download-only

ダウンロードだけを実行する。展開やインストールは
行わない

-f
--fix-broken 壊れた依存関係の修復を試みる

--no-remove パッケージが削除される場合に中断する

-q
--quiet

進捗表示などを表示しない。-q=[1-2]のようにレベル
が指定可能

--reinstall 既にインストールされていても再インストールする

-s
--simulate、--just-print、
--dry-run、--recon、--noact

シミュレーションを行う。実際に変更しない

-t
--target-release

指 定 し た リ リ ー ス を 利 用 す る。stable以 外 の
backportsやunstableからパッケージを取得する場
合に利用する

-y
--yes、--assume-yes 問い合わせに自動でyesで答える

--assume-no 問い合わせに自動でnoで答える

-u
--show-upgraded アップデートするパッケージの一覧を表示する

　apt（advanced package tool）はdebパッケージを管理するためのライブラリ／ツ

ールです。apt-getは、aptライブラリを利用してパッケージ管理をするためのフロントエ

ンドの一つです。このコマンドによりHTTP/FTPなどを利用し、ネットワーク経由でdeb

パッケージのダウンロード／インストール／アンインストールなどを行います。依存関係の

あるパッケージも含めて処理できます。

　aptのパッケージ取得元情報源は、/etc/apt/sources.listなどに記載されている「apt-

line」と呼ぶURLから取得するメタデータです。この情報からパッケージが収録されてい

るリポジトリにアクセスして、debパッケージをダウンロード／インストールします。apt-

lineにはhttp/ftp/HDD/CDROMなどを指定できます。ダウンロードしたdebパッケージ

は、/var/cache/apt/archivesにインストール後も保存されます。保存されることによ

って、後で再インストールする際に再利用できます。インストールした後のdebパッケージ

ファイルが必要ない場合は削除しても構いません。削除する場合は「apt-get clean」で

削除します。
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テキスト処理

　引数に指定されたファイル名1とファイル名2の各フィールドを比べ、同じだった場合に

結合して出力します。入力ファイルは以下が標準形式として扱われます。扱うファイルは

事前にソートしておきましょう。

フィールド 値...

　値は1つに限られず、複数記述することができますし、-jオプションや-1/-2オプション

で先頭以外もフィールドとして扱えます。フィールドと値の区別はスペースですが、-tオプ

ションで「:」などの別の文字を区切りとして利用もできます。

	▶毎月購入したコミックの巻数のメモを結合する

$ cat 2025-04.txt　●◀ 2025年4月に買ったコミックス
キングダム 71 72 73

ワンピース 108 109 110

join [オプション] ファイル名1 ファイル名2
オプション

-i フィールドを調べる際に大文字／小文字を区別しない

-e 文字列 フィールドはあるが値がない場合は指定した文字列を出力する

-a 1もしくは2 フィールドが相手ファイルになくても出力する。「1もしくは2」は、
引数に渡したファイル名1、ファイル名2を指す

-o フォーマット 指定したフォーマットで出力する

-t 文字 フィールド区切り文字に指定した文字を利用する

-v 1もしくは2 結合した行を表示しない。「1もしくは2」は、引数に渡したファ
イル名1、ファイル名2を指す

-1 項目番号 ファイル1の指定項目番号をフィールドに利用する

-2 項目番号 ファイル2の指定項目番号をフィールドに利用する

-j 項目番号 「-1 番号 -2 番号」と同じ設定をする

--header 両ファイルの1行目はヘッダとして結合せずに出力する

-z
--zero-terminated 行区切り文字は改行（LF）ではなくNULL文字として扱う

2つの入力ファイルから	
共通フィールドを結合する
join

続く
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 Ubuntu 
coreutils

書　式

関連➡cat（P.206）paste（P.261）

葬送のフリーレン 13

$ cat 2025-05.txt　●◀ 2025年5月に買ったコミックス
キングダム 74 75 76

ワンピース 111 112

推しの子 16

$ join 2025-04.txt 2025-05.txt　●◀ 両方にあるタイトルの巻数が結合
キングダム 71 72 73 74 75 76

ワンピース 108 109 110 111 112

$ join -a1 2025-04.txt 2025-05.txt　●◀ ファイル1にしかないフィールドも出力
キングダム 71 72 73 74 75 76

ワンピース 108 109 110 111 112

葬送のフリーレン 13

$ join -a2 2025-04.txt 2025-05.txt　●◀ ファイル2にしかないフィールドも出力
キングダム 71 72 73 74 75 76

ワンピース 108 109 110 111 112

推しの子 16

$ join -a1 -a2 2025-04.txt 2025-05.txt　●◀ 各ファイルにしかないフィールドも出力
キングダム 71 72 73 74 75 76

ワンピース 108 109 110 111 112

葬送のフリーレン 13

推しの子 16

$ join -v1 -v2 2025-04.txt 2025-05.txt　●◀ 各ファイルにしかないフィールドのみ出力
葬送のフリーレン 13

推しの子 16

　-oオプションでは出力形式を指定できます。フィールドを「0」、表示項目を「ファイル

番号.項目番号」で、スペースもしくは「,」で区切ります。以下の例は、フィールド名とファ

イル1の2項目、ファイル2の2項目が出力されています。行頭はフィールド1となるのでこ

の場合値は2から始まります。

	▶出力形式を指定して実行する

$ join -o "0 1.2 2.2" 2025-04.txt 2025-05.txt

キングダム 71 74

ワンピース 108 111

$ join -e 0 -o "0 1.2 2.4" 2025-04.txt 2025-05.txt

●▲  値のない個所は「0」で埋める
キングダム 71 76

ワンピース 108 0
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システム管理

　fcは「フィックスコマンド」の略です。コマンド履歴をエディタで開き、編集したコマン

ド履歴を実行したり、履歴を一覧表示したりできます。オプションなしで実行した場合は、

最後に実行されたコマンドがエディタで開かれます。エディタを終了すると、編集された

コマンドが実行されます。エディタは、環境変数FCEDITに指定されたものが最優先で起

動します。FCEDITが存在しない場合は変数EDITORで指定されたものが使われます。コ

マンド履歴は実行順に数字が振られて表示されます。コマンドの編集や、再実行する範囲

をコマンド履歴の行番号で、開始番号と終了番号で指定して編集／実行ができます。終了

行番号は直前のコマンドを指定する場合は「-1」を指定します。

	▶コマンド履歴を表示する（その1）

$ ls  ●◀ 試しにコマンドを実行
$ fc

●▲  前のコマンドを編集するエディタが起動。編集後にエディタを終了すると、コマンドが実行
$ ls /home/ryosuke  ●◀ エディタ終了後の実行結果
ダウンロード デスクトップ ビデオ 画像
テンプレート ドキュメント 音楽 公開

	▶コマンド履歴を表示する（その2）

●▼  サンプルでechoを数回実行
$ echo "123"  ●◀ 出力は省略
$ echo "234"  ●◀ 出力は省略
$ echo "345"  ●◀ 出力は省略
$ fc -l -3 -1  ●◀ 3つ前のコマンドから直前までの履歴を表示

fc [オプション] [開始番号] [終了番号]
fc -s [対象パターン=置き換え文字列] [コマンド]
オプション

-n コマンド番号を付けない

-l [開始] [終了] コマンド履歴を標準出力に出力する（デフォルトは-16）

-r コマンド履歴を逆にして表示する

コマンド履歴を表示／編集して	
実行する
fc

続く
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関連➡history（P.310）

5380     echo "123"

5381     echo "234"

5382     echo "345"

$ fc -rl -4 -2  ●◀ 4つ前のコマンドから2つ前までの履歴を逆順に表示
5397     echo "345"

5396     echo "234"

5395     echo "123"

$ fc -l -4  ●◀ 始点だけを指定すれば指定した数の履歴が表示
5395     echo "123"

5396     echo "234"

5397     fc -l -3 -1

5398     fc -rl -4 -2

	▶複数行の実行履歴を編集／実行する

$ echo "123"  ●◀ 出力は省略
$ echo "456"  ●◀ 出力は省略
$ fc -2 -1  ●◀ 2つ前から1つ前までのコマンドをエディタで編集
echo "abc"  ●◀ 「123」を「abc」に変更
abc

echo "def"  ●◀ 「456」を「def」に変更
def

	▶コマンド履歴を編集して実行する

$ vi /tmp/1  ●◀ /tmp/1をviで編集
$ fc -s "1=2"  ●◀ 直前のコマンド「vi /tmp/1」の「1」を「2」に置き換えて実行
vi /tmp/2

$ hoge="123"  ●◀ 変数「hoge」に「123」を代入してあとで利用
$ fc -l -2

●▼  履歴を2つ表示（5411を変更して実行）
5411     vi /tmp/2

5412     hoge="123"

$ fc -s "2=$hoge" -3  ●◀ 2つ前のコマンドなので「-3」または「5411」も指定可能。「vi/

tmp/2」の「2」を変数hogeの値で置き換える
vi /tmp/123
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システム管理

　システムのメールキュー（送信待ちメールのリスト）の状態を表示します。このコマンドは、

もともとSendmailで使われていましたが、RHELやUbuntuで標準MTAであるPostfix

が、Sendmailとの互換性を保つために提供されています。内部的には、Postfixの

「postqueue -p」の実行と同じです。キュー ID、メッセージサイズ、キューに入った時間、

送信者、受信者、遅延理由などが表示されます。

　通常、数秒でメールは転送されるのでメールキューから表示されなくなりますが、転送

先SMTPサーバーが停止していたなどの要因で転送できない際は転送されるまでメールキ

ューの表示に残ります。

	▶メールキューを表示する（キューにメールがない状態）

$ sudo mailq

Mail queue is empty

	▶キューにメールがある場合のmailqの実行結果

$ sudo mailq

-Queue ID- --Size-- ----Arrival Time---- -Sender/Recipient-------

B6B4236801* 7329 Fri Jan 23 01:46:06 anyone@example.com

                                     ryosuke@example.com

-- 7 Kbytes in 1 Request.

mailq [オプション]
オプション

-v メールキューの詳細情報を表示する

メールキューの状態を表示する

mailq

 RHEL 
postfix
 Ubuntu 
postfix

書　式

　syslog、journaldにログを書き出します。テキストファイルの中身をそのままsyslog

に書き出したり、プライオリティを指定し、ログに書き出すことが可能です（Syslogの設

定による）。ログのプライオリティによって、/etc/syslog.confで書き出すログファイル

が変わってきます。プライオリティは「ファシリティ.重要度」から構成され、これらには

以下のような種類があります。

logger [オプション] [メッセージ …]
オプション

-i 
--id ログにloggerのプロセスIDを出力する

-s 
--stderr ログに出力して標準エラー出力にも出力する

-f ファイル名
--file ファイル名 指定したファイルの内容をログに出力する

-p プライオリティ
--priority 指定したプライオリティでログに出力する

-t タグ 
--tag タグ ログに指定したタグを出力する

-u ソケット 
--socket ソケット syslogの代わりにソケットに出力する

-n サーバー名
--server サーバー名

シスログサーバーにメッセージを送信する。プロトコルに指定がな
い場合はUDPが利用される

-T
--tcp TCPを利用する。ポートの指定がなければ514を利用する

-d 
--udp UDPを利用する。ポートの指定がなければ514を利用する

syslogに書き込む

logger

	●ファシリティの種類

ファシリティログ 内容

auth 認証用

authpriv 認証用

cron cron用

daemon 各デーモン用

kern カーネル用

	●プライオリティの種類

プライオリティ 主な用途

debug デバッグ

info 情報

notice 通知

warning,warn 警告

error、err エラー

続く 続く

 RHEL 
util-linux
 Ubuntu 
util-linux
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